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１.Windows10 ＩＭＥ日本語ローマ字変換の問題に対応 

 

集計表、内訳書、明細書の名称欄入力の際に、発生していたローマ字変換の不具合について 

2017年 11月以降 Windowsの自動更新、 Windows 10 Version 1709（Fall Creators Update）を適用した環境で、

日本語ローマ字変換で入力した場合、先頭１文字目が反映できない Microsoft IME のトラブルに対応しました。 

（※名称に「か」せつと入力しようとした際に、「k」あせつと入力されていました。） 

 

対応後の画面 

 

 

名称・摘要欄のカーソルについて 

キーボードの左右矢印キーの移動について、１文字ずつの移動ができます。 

今までは、名称または摘要欄をマウスでダブルクリックした後、カーソルを文字の前後を指定する必要がありま

したが、Ｖ８よりキーボードだけでカーソルを合わせることができます。 

 

 

カーソルが名称の最後になった際、右矢印キーを押すと摘要欄に移動します。 

（逆にカーソルが摘要欄の最初にある時に左矢印キーを押すと、名称欄に移動します。） 

 

                      ▼
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２．ユーザー権限の強化 

 

ユーザーの権限については、Ver.X8より、以下の通り変更いたしました。 

 

 １．社員マスターの登録、基本登録は管理者の権限が必要です。 

 ２．積算担当者権限の強化し、見積データを登録できるのは、積算担当者のみとなります。 

 ３．見積編集中の見積書の印刷は、積算担当者に限定されます。 

   お客様に出した見積書と登録されている見積書とに間違いがないように、印刷する時に登録確認が表示さ

れます。この時に登録しない場合は、既に登録済みの見積書が印刷されます。（修正変更された内容は反

映されません。） 

４．積算担当者以外は、すでに登録済みの見積書の印刷に限ります。 

見積書の印刷は、見積一覧の機能からの印刷となります。 

 ５．受注見積・請求書で登録した見積の削除は、管理者権限が必要です。 

 

 

ユーザーの設定、登録については、社員マスターの担当者権限の項目のチェックを入力することで設定できます。 
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２-１．メニューについて （スタンダードバージョン） 

メニューから起動できるプログラムを設定します。 

設定は、社員マスターのメニュー項目のチェックを入力することで設定します。 

 

 

＜管理者＞ 

全てのプログラムを起動させます。 

メニュー１ メニュー２ メニュー３ 管理者の項目の全てにチェックを入力します。 

 

 

 

メニューの全てのボタンが有効になります。 
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＜メニュー１＞ 

営業担当でお客様の情報の管理に特化したメニュー構成になります。 

社員登録のメニュー１にチェックを入力します。 

見積の参照が必要な場合は、メニュー２にもチェックを入力します。 

 

 

 

メニュー１の場合 
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＜メニュー１・メニュー２＞ 

主に積算担当、でメニュー１に加え、仕上積算表、見積作成、発注システム、工程管理、写真台帳、工種部材マ

スターが有効になります。 

 

社員登録のメニュー１・メニュー２にチェックを入力します。 

 

 

メニュー１・メニュー２の場合 
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＜メニュー１・メニュー２・メニュー３＞ 

メニュー１、メニュー２に加え、仕入先マスターの起動が有効になります。 

 

社員登録のメニュー１・メニュー２・メニュー３にチェックを入力します。 

 

 

 
メニュー１・メニュー２・メニュー３の場合 
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３.見積の編集機能 印刷機能の追加 

 

３－１.見積表題の項目追加 

見積作成の表題画面で、新たに 工事概要 備考 その他 の入力項目が追加になりました。 

上記の項目は、見積書の表紙（表紙、集計表別）にも印刷されます。 

 

 

 

工事概要 １行、全角２５文字までの入力が可能です。 

空白状態で、Enterキーまたはダブルクリックで、メモからの参照入力ができます。 

５行入力が可能です。 

入力されたその他は、見積印刷 『表紙 集計表付』には印刷されません。 

備考 １行、全角２５文字までの入力が可能です。 

空白状態で、Enterキーまたはダブルクリックで、メモからの参照入力ができます。 

２行入力が可能です。 

入力された備考は、見積印刷 『表紙 集計表付』の備考欄に印刷されます。 

その他 １行、全角２５文字までの入力が可能です。 

空白状態で、Enterキーまたはダブルクリックで、メモからの参照入力ができます。 

５行入力が可能です。 

入力されたその他は、見積印刷 『表紙 集計表付』には印刷されません。 
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３－２．見積書 表紙形式の変更 

 

見積作成の表題で、工事概要、備考、その他の入力項目の追加されたことにより、見積の表紙（見積印刷で「表

紙 集計表別」を選択した場合）のフォームを変更しました。 

 

見積印刷より、表紙、集計表別を選択します。 

 

 

入力された工事概要、備考、その他が表紙に印刷されます。 
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３－３．受注、請求で登録されている見積書について、誤登録の防止機能追加 

Ｖ８よりの受注、請求書として登録された見積書は、上書登録することができません。 

既に受注した見積、請求した見積書は変更が発生しないデータとして扱い、誤って登録されることを防ぎます。 

必要に応じて、別の見積書として登録してください。 

 

 

※ 受注、請求書として登録された見積書を変更・修正する必要が発生した場合について 

どうしても、受注・請求書として登録された見積書を変更する必要が発生した場合は、見積削除を行ってから再

度登録します。削除するには、管理者権限でのユーザーが行います。 
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３－４.見積の印刷の変更点 

 

見積作成からの印刷は、積算担当者の権限が必要です。 

また、お客さんに提示する見積書と見積データとに間違いは生じないよう、見積書を印刷する際に登録をしてく

ださい。 

登録をしない場合は、既に登録済みの見積データの内容を印刷します。（修正変更の内容は反映されません。） 

 

積算担当者以外の積算権限のユーザーが登録済みの見積書を印刷する場合は、見積一覧から印刷を行います。 

 

３－４－１．積算担当者の印刷 

現在表示されている見積書を印刷します。 

 

現在編集中の見積書は、登録を完了してから印刷します。 

 

 

登録しない場合は、編集中の内容が印刷に反映されません。（登録済みの内容を印刷します。） 
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３－４－２．見積一覧機能からの印刷（積算権限以外のユーザーの場合） 

 

営業担当、工務担当は登録済みの見積書を印刷できます。 

印刷する場合は、見積一覧から印刷を行います。 

印刷方法は、次ページからの ４．見積一覧機能を参照ください。 
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４．見積一覧表機能 

１．登録済みの見積データの一覧表を読み込むことができます。 

２．登録済みの見積書を印刷する場合、見積作成を起動してから、見積書読み込みをする手順が省けます。 

３．ファイル出力により、見積書または実行予算書のＣＳＶファイルを出力することができます。出力したファ

イルは、Excel等他のソフトを使って参照することができます。 

４.見積一覧を印刷、ファイル出力することができます。 

５.営業担当、工務担当者は、登録済みの見積書を印刷します。 

 

 

４－１．見積一覧表の起動  

 

メニューの見積一覧表をクリックします。 

 

または、見積作成の表題画面の ツールボタン ② ［F5見積一覧］をクリックします。 
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４－２．見積一覧 読込 

 

 

見積一覧の画面が表示されます。 

 

一覧に表示する条件を ③で設定します。 

見積日付 表示する見積日付の範囲を設定します。 

工事名称 工事名の一部を入力することで、絞り込み読み込みができます。 

請負先名 請負先名を入力します。 

得意先マスターから参照入力できます。 

見積担当・営業担当 見積担当、営業担当をセットします。 

社員マスターからの参照入力ができます。 

No 見積番号の範囲を指定します。 

有効区分 有効、営業中、受注、無効、請求書から選択します。 

工事番号 工事番号がわかっている場合は、直接入力します。 

支店 CD 支店 CDで絞り込み読み込みができます。 
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④ ツールボタン ［F2 読込］ボタンをクリックします。 

 

 

一覧に表示されます。 
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４－３．見積一覧 印刷 

 

 

見積書を印刷します。 

一覧から、印刷する見積データ行を選択し、ツールボタン ⑤ ［F8 見積印刷］をクリックします。 

 

 

 

各設定を行い、印刷を開始します。 
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４－４．見積ＣＳＶ 

 

 

選択した見積データをＣＳＶファイルに出力します。 

一覧から、ＣＳＶする見積データ行を選択し、ツールボタン ⑥ ［F9 見積ＣＳＶ］をクリックします。 

 

 

出力するファイルを選択します。 

 

 

保存先を選択し、保存をクリックします。 
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４－５．ファイル出力（見積一覧） 

 

 

表示されている見積一覧をＣＳＶファイルに出力します。 

ツールボタン ⑦ ［F10 ファイル］をクリックします。 

 

 

 

 

保存先を選択し、保存をクリックします。 
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４－６．一覧印刷 

 

 

表示されている見積一覧を印刷します。 

ツールボタン ⑧ ［F11 一覧印刷］をクリックします。 

⑨のプレビューにチェックを入れると、印刷する前にプレビュー画面が表示されます。 

 

 

 

プリンターを選択し、ＯＫをクリックすると一覧の印刷が開始されます。 
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４－７．無効区分への変更 

 

登録している見積の区分を無効にすることができます。 

無効区分にするには、積算担当の権限が必要です。 

 

 

無効にする見積データ行を選択し、Shiftキーを押しながら、 ツールボタン ⑩ ［無効］をクリックします。 

 

無効区分へ切り替わります。 

（表示している一覧の区分が有効の場合、選択した見積行は一覧から消えます。） 

 

 

区分を無効にして読み込むと、該当の見積データが表示されます。 
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４－８．受注区分への変更 

 

登録している見積の区分を受注にすることができます。 

受注区分にするには、積算担当の権限が必要です。 

 

 

受注にする見積データ行を選択し、Shiftキーを押しながら、 ツールボタン ⑪ ［受注］をクリックします。 

 

受注区分へ切り替わります。 

 

 

 

 

 


	【　VerX8の変更、追加機能　】

	 １． Windows10 ＩＭＥ日本語ローマ字変換の問題に対応
	２．ユーザー権限の強化-
	２－１.メニューについて	
	管理者
	メニュー１
	メニュー１・メニュー２

	メニュー１・メニュー２・メニュー３


	３．見積の編集機能　印刷機能の追加

	３－１.見積表題の項目追加
	３－２.見積書　表紙形式の変更
	３－３.受注、請求で登録されている見積書について、誤登録の防止機能追
	３－４.見積の印刷の変更点
	３－４－１．積算担当者の印刷
	３－４－２．見積一覧機能からの印刷（積算権限以外のユーザーの場合）


	４.見積一覧表
	４－１.見積一覧表の起動
	４－２.見積一覧　読込
	４－３.見積一覧　印刷
	４－４.見積ＣＳＶ
	４－５.ファイル出力（見積一覧）
	４－６.一覧印刷
	４－７.無効区分への変更
	４－８.受注区分への変更





